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1.はじめに角切断正方形平面回路は､直角コーナの最適設計,縮退モードを

利用 した帯域通過フィルタに応用されるので,その特性を正確に解析すること

はたいへん有益である｡この種の回路は､これまでレイリー･リッツの手法川や

差分法【21で解析を行なってきたが､今回は伝送線路的な取り扱いによる等価回路

に基づいて､回路の固有値,固有モー ドを求めたので報告する｡

2.伝送線路表示 角切断正方形回路は図1に示すように､正方形平面回路の一角

をカット率 C=C/aで切断したものであるが､伝送線路的に表示すると幅広の線

路(#A),幅狭の線路(#B)にわけて取 り扱える｡おのおのの線路は等価回路で表す

と図2のようになり､伝搬定数やインピーダンスさらに固有関数は表1のとおり

になる｡#Aと#Bの不連続部は､伝送線路の固有関数から表される理想 トラン

スの変庄比nnAmBでもって結合される｡回路端点での開放条件や変圧比から不連

続部での電圧 ･電流は(1)-(4)式で表せる｡この式より電圧,電流についての固

有値問題を解 くことで､固有値及び固有モードが求まる｡

V2A-(zcAcothy4eA)'T2̂ (1) YIB=(nAB)Ey,A (3)

yEB=(zcBcothyBeB)t.B (2) lT2A=nABlLB (4)

3.固有イ乱 固有モー ド カット率CをOから1近傍まで変化させた場合の固有値

を図3に示す｡C=Oのときは一辺aの正方形回路を表し､C=1の場合は長さ2a

の伝送線路の固有値と一致する.また､考慮モー ド数は､今回は#A(n=10コ),

#B(m=5コ)と一定とした｡このうち､(2,0)と(0,2)の和のモードについて､カット

率を変化させた時のモー ドの推移の様子を図4に示す｡

4.むすび 角切断正方形平面回路を線路帽の異なる伝送線路として取 り扱い､そ

の等価伝送線路に基づいて解析を行った｡カット率を変化させていった時の固

有値および固有モー ドの推移の様子を示した｡今回示 した解析法は､この種の

回路の合理的な取 り扱いとなるため､他の手渡の計算精度の評価に利用できる｡

5.参考文献 [1]許,穴田 ｢マイクロ波平面回路の計算機解析｣ マイクロ波研

究会MW7317(1973年4月) 【2]高木,許 ｢平面回路方程式の差分方程式化に

よる数値解析一角切断正方形平面回路-の適用-｣ 1996年信学総合全大C-156
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図 3 固有値の計算結果
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図1 角切断正方形平面回路 (axa)
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図2 等価回路表示
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表 1 等価回路定数

(1)C=0.05 (2)C=0･25 (3)C=0･45

r ｢ ｢

図 4 固有モー ドの推移 (但 し､カット率 C=C/α)


